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新刊書紹介昨年中国で出版された水生植物に関する 

2 冊

( 1 ) 中国科学院武漢植物研究所編：中国水生維管束植物 

図 譜 20 x14cm 6 8 3頁 1 9 8 3年 8 月 湖 北  

人 民 出 版 社 2 .7 5 元 （1 3  8 0 円で購入）

⑵ 顔 素 珠 編 ：中国水生高等植物図説 19 x l 3 ,5  cm 

3 3 5 頁 1 9 8 3 年 1 1 月科学出版社 

2.3 0 元 （ 1 2  0 0 円で購入）

⑴の図譜は、見開き右頁に線画、左頁に解説があって、

6 1 科 1 4  5 属 3 1 7 種が載せられている。 ミズニラ、

トクサ（いずれも中国種）に始まり、かなり広い範疇の 

沈水、浮遊、浮葉、挺水及び沼生（湿生）植物が収録さ 

れている。例えば、シダ植物のハナヤスリ、ヤマドリゼ 

ンマイ、 ヒメシダやハッカ、 ミズトラノオ、カワジサ、 

ゥリクサなど湿地生のシソ科、ゴマノハグサ科の多くの

種が収載されているのが特徴的で、 Victoriaな ど園芸種 

にまで及んでいる。

タヌキモ科にも 、 浮遊生の4 種に加えてミミカキグサ

2 種 (U. bifida, U. r a c e m o s a )と 1 変種が収載され 

ている0 更に、モウセンゴケ科ではムジナモの他にの⑺- 

semが 3 種 （ Z). indica, D. rotundifolia 但し、図はナ 

ガバノモウセンゴケ、 D o spathulata ) 加えられて 

いるのも初めての所見である。いくつかの属についての 

検索表も付いている。

因みに、大滝先生の「日本水生植物図鑑」に含まれて 

いない科名のみを挙げておく。

〔双子葉植物〕キク科、クマツヅラ科、ヒルガオ科、 リ 

ンドウ科、サクラソウ科、 ミズハコべ科、ホウセンカ科、 

マメ科、ナデシコ科、ヒユ科、 ドクダミ科

〔単子葉植物〕タシロイモ科、イグサ科、タヌキアヤメ 

科、 トウエンソウ科、レースソウ科

〔シダ植物〕オシダ科、ゼンマイ科、ハナヤスリ科

〔コケ植物〕は収載されていない。

⑵の図説は、総説、検 索 表 （生活型に従って）に続い

て 5 4 科 1 2  〇属2 9 5 種が収録されている。そのうち 

にミズゴケなどを含めたコケ植物1 7 種、シダ植物8 種、 

海生のものなどを含む。科の配列は⑴とほぼ同じで、下 

等から高等へと並べられ（エングラ-の分類体系）、大 

滝先生の図鑑とは逆配列となっている。科ごとに属の検

索、そして種の検索と種ごとの記載と線画がぎっしりと 

つめこまれており、分類はかなり精細にわたっている。 

例えば、ヒシ属は⑴では4 種が収められているのに較べ、

本書には1 1 種も区別されている0 その他、ヒルムシロ 

属 1 4 種も多く、最後にシャジクモ科3 種も加えられて 

いる0

タヌキモ科は浮遊生の5 種 fU. gibba U. exoleta,

U. minor, U. aurea, U. intermedia)のみで、 ミミ 

カキグサ類は載っていない。モウセンゴケ科もムジナモ 

1 種のみである。

〔(1)にも見られない科名〕ゼニゴケ科 、 ミズゴケ科、ヤ 

ナギゴケ科、 トウダイダサ科 、 ヒルギ科、シクンシ科、 

ヤブコウジ科、キツネノマゴ科、キキョウ科、ヤシ科

〔(1)にあって(2)にない科名〕 トクサ科、ハナワラビ科、 

ゼンマイ科、オシダ科、ナデシコ科、マメ科、ホウセン 

力科、 ミゾハコべ科、 ミソハギ科、サクラソウ科、ツユ 

クサ科、 トウエンソウ科、タシロイモ科、アヤメ科

(小 宮 定 志 ）
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